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ロータリーの兄弟･姉妹の皆さん　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　昨年の11月、私はインドのコルカタで開催されたロータリ
ー研究会で話をする機会がありました。この研究会は「平
和と平和を築くために私たちロータリーの関係者ができる活
動のあり方」に焦点が当てられていました。この招待を受け
た時、この地域でロータリアンがしていることの全てを知って
はいるものの、自分の主な挑戦は任期中にとどめるべきだろ
うと考えていた私は、何を話すべきだろうかと考え始めまし
た。

ロータリーについて一度も聞いたことがない

　コルカタに到着するほんの少し前に、私はテルアビブで開
かれた水問題の会議で話をしました。この会議は、世界各
地からやってきたロータリアンとロータリアンでない人たちが
一堂に会し、水資源の不足が増大する中で、増加し続ける
人口への供給を続けるための数多くの挑戦について討議
する、という素晴らしいイベントでした。
　ところが、ロータリーの貢献について話を始めるその前
に、私は「ロータリーとは何で、自分たちはどのようなことをし
ているか」について説明しなければなりませんでした。非常
に教養の高い科学者、企業家、エグゼクティブといった聴衆
ですら、これまでロータリーについて一度も聞いたことがな
いという方が、大勢いらっしゃったからです。
　このイベントを終えた後、私はコルカタで何を話すべきか
を再び考え始めました。というのは、平和を築くために私たち
がロータリーで行っている多くのことは、私たちが何者であ
るかという人々の認識の上に成り立っているからです。
　私たちのポリオ撲滅活動が大成功したのはなぜでしょう？
　それは、ロータリーは政府や他の非政府組織がほとんど
足を踏み入れられないような家庭へ、学校へ、そして地域社
会へ、私たちが奉仕する人々から信用と信任を得て行くこ
とができたからです。

良い評判が頼り

　ロータリーの中で私たちが平和のために活動する時、私
たちは条約交渉をしたり道路でデモ行進を行ったりはしま
せん。その代わり、私たちは国籍や背景にこだわらず、ほか
の人々のニーズを自分自身のものとして、共に活動し、それ
を手本にして平和を築きます。水、公衆衛生、安全、低価格
住宅などの不足の問題であれ、教育や医療の不備、あるい
はコミュニティー間の生産的で前向きな連携を構築するた
めの要求からくるものであれ、私たちは平和な生活を送る
普通に暮らすための人々の能力を混乱に陥れている課題
に取り組むことで平和を築きます。私たちが行うすべてのこ
とは、私たちの良い評判が頼りになっているのです。
だからこそ、私たちはみな、自分たちの良い評判を、本当に
知られるものにする責任があるのです。私たちは、ロータリ
ーを通して活動するだけでなく、ロータリーについて語って
世界に私たちが実施している活動について、私たちがもた
らす変化、私たちの基準について知らせることです。私たち
のロータリー活動は、より良く、より平和な世界は可能である
という私たちの信念を物語っており、それゆえに、私たちは
私たちの声を確実に聞いてもらう必要があるのです。

ロータリーについて語る

2011-2012年度 RI会長
カルヤン・バネルジー

RI会長メッセージ
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　ロータリアンであるということと、ただのロータリークラブのメンバーであるということの間に

はどのような違いがあるか。大体人間には３種類のタイプの方が居ります。①　率先して活動

を始める人　②　事の起こるのを傍観する人　③　何が起こっているか知らない人　です。

　会費を払って例会に出席しておっても他に何もしなければその人は事の起こるのを傍観し

ているところのロータリークラブのメンバーに過ぎない。ロータリアンは率先して活動を起こす

人である。自ら頭脳を絞り時間を捧げて活動する人のことである。ロータリーを知っても、自身

からそれを実践しない限り、真のロータリアンとは申せません。

再び　まことのロータリアンたる８ケ条を記します。

国際ロータリー第2640地区
2011-2012年度ガ バ ナ ー

大 澤  德 平

真のロータリアンは心からロータリーを愛す。

奉仕の理想を賛美し日常生活すべてに奉仕の理想を適用し実践することによって、その証をたてる。

真のロータリアンは『隣人を愛せ』というロータリーの理念に従い自分に対してなされた悪意に他者を怨まず他者を

許す。

真のロータリアンは自己の職業をもって天職と心得、常にロータリーに導きを求め、自己の思い、言葉、行いすべてに

関して四つのテストの戒めに従う。

真のロータリアンは奉仕の実践に当たっては、その必要に応じて自己の収入の幾分かをロータリーに捧げ、ロータリ

ーの活動に積極的に参加する。

各自は惜しむ心からでなく、また、しいられてでなく、自ら心に決めた通りにすべきである。

真のロータリアンは奉仕の理想に一歩でも近づこうと心底から努力する。またその人柄は、誠実かつ正直で、家庭に

おいても、社会においても、職場においても、回りの人々に信頼される。愛あって真理を語り、あらゆる点において成長

し、利己と利他との調和をはかる人生の哲学を自ずと身につけることができる。

真のロータリアンは謙虚で、自分の業績を誇らず、すべてはロータリーのお蔭であると考え、自分の功績を、ロータリ

ーの栄光に帰す。

真のロータリアンは心穏やかで忍耐強く、そしてかつ快活である。また、彼はロータリーが様 な々試練に打ち勝つ手

段を与えてくれることをすこしも疑わない。

ロータリーの実は、愛・喜び・平和・寛容・善意・忠実・柔和・自制である。

真のロータリアンは人類皆同胞の自覚を深め、世界的親交によって、国際理解と親善平和の推進の大切さを全世

界の人々に述べ伝えることを疎かにしない。

1条

2条

3条

4条

5条

6条

7条

8条

真のロータリアンたる８ヶ条

ガバナーメッセージ

続　まことのロータリアン
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今月は世界理解月間です。また、2月23日は1905年にポール・ハリスら4人がシカゴにて初め

て会合を開いた日でロータリーの創立記念日になっています。さらに2月23日からの1週間を

「世界理解と平和週間」と呼び、国際ロータリー理事会では全てのロータリー・クラブが世界平

和のために大切な理解と善意を強調する特別活動を行うよう推奨しています。

実際、わが2640地区でもこの2月に国際社会への奉仕活動を始めたり、他の国のロータリ

ー・クラブとの共同プログラムを実行したりしていることが多いようです。

話はちょっとそれるかもしれませんが、実は昨日も、大澤ガバナー、松生代表幹事、和田串本

RC会長、私の4名で串本町役場を訪問し、田嶋串本町長に2011年10月23日、トルコ東部での

大地震に対する義捐金を2640地区としてお渡しして参りました。

串本町とトルコとの交流は、120年前トルコ軍艦エルトゥールル号が串本町沖で遭難、500名の犠牲者を出した際、現在の串本

町樫野の住民たちが、総出で救助と生存者の介抱に当たり、69名が救出され生還することができたという事件以来となります。

その交流は現在まで続き、1985年のイラン・イラク戦争の際にはイランから脱出できない215名の日本人を「トルコ人ならだれも

が、エルトゥールル号遭難の際に受けた恩義を知っている。ご恩返しをさせていただきましょう」と2機のトルコ航空機をイランに派

遣し、救出してくれたことでも有名です。

今回のトルコ東部の地震に対し、串本町では義捐金を募っておりましたので、2640地区会員の皆様からお預かりした義捐金

100万円を田嶋町長にお渡しした次第です。

最後に昨年9月の紀伊半島大水害の際に、皆様方には紀南地区へ多大な義捐金、またボランティア活動等をいただきまして、

本当にありがとうございました。心よりお礼申し上げます。

世界理解月間によせて

ガバナー補佐

汐﨑　まこと
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平素は当地区委員会に格別のご理解、ご協力を賜り誠にありがとうございます。

国際奉仕の理念は綱領の4番目に「奉仕の理想に結ばれた事業と専門職務に携わる人の世
界的親交によって、国際間の理解と親善と平和を推進する事。」と記されております。
綱領の意味を解釈すると、国家、宗教、思想などの様 な々要素が入り混じって現実には1つと
はいえない世界を、ロータリアンの友情に基づいた相互理解によって1つのものにして恒久の
世界平和をめざすところにある訳です。
異なる文化、国 を々理解するという意味で、国際奉仕活動は当初、各種交換事業からスタート
した経緯も綱領に照らせあわせば理解できると思われます。

従いまして、国際奉仕のプログラムで重要なことはロータリー友情交換、青少年交換、フェロー
シップ、国際大会への参加、海外姉妹クラブとの交流などが挙げられる訳です。

1960年代には開発途上国での飢餓、貧困、疾病などの問題がクローズアップされ、これにより地域紛争が起こり結果として世界
平和を阻害するという考え方から、これに対処する人道的な救済活動を国際奉仕に含める事となりました。
世界社会奉仕と称されるこの活動について当初は　技術供与やマンパワーの提供のみでなかなか効果の上がらない活動で
ありましたが1967年より財政的援助を加えた現在のＷＣＳ活動となり、様 な々プロジェクトが実現出来るようになりました。
WCSによる人道的支援活動は、井戸事業とか飢餓救済、図書支援、学校や病院のインフラ整備等の比較的大規模な事業が
展開されることが近年多くなってきております。
又そのような要請にはクラブ、地区レベルで資材や資金を提供し対処しております。
ロータリーを単に奉仕団体と考えるならば、この様な活動はもちろん大切なことですが我々は要請に応じてただ単に金銭や物
資を送るだけではなく、何とか時間と旅費をやりくりして実際に現地に赴き作業に参加することが大切だと考えたく思います。

その行為は、プロジェクトの恩恵が及ぶのは現地で困難を抱える人々のみならず、事業に参加した自分たちである事が実感で
きます。
自分たちの協力によって救われる人達の喜び、笑顔を見るとき「奉仕の実践」に参加したロータリアンにも大きな喜びが与えられ
るからです。

さて、人道的支援プログラムであるWCSプログラムはRIからの通達により、2011年6月30日をもって廃止となりました。これは、RI
提唱プログラムの運営が今後は各地区、各クラブの自主性を重んじる事の必要性を考慮して「RI主導のプログラムを基本とし
たモデルからリソースとサポートへのモデル変換」に移行し、これらの活動は「クラブ主導へと転換する」という本来あるべき形
を反映したものと考えられます。
RI主導のWCSプログラムは廃止されますが、国際的な人道的支援プロジェクトが無くなる訳では無く、昨年度より耳にします、
RI長期戦略の優先項目である「人道的奉仕の重点化と増加」に焦点をあわせ、今後更なる活発な奉仕活動が地区、各クラブ
に求められております。

国際奉仕について

地区国際奉仕委員会 委員長

中野　一郎
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RIではその為、世界各地区、各クラブからの人道的な支援要請等をプロジェクトリンクという形でウェブサイトに掲載し情報提供
に努めております。
又、2013年度よりロータリー財団の補助金支給方法が「未来の夢計画」へと移行し、2つの補助金体制となります。
新地区補助金については各クラブ、地区が独自の裁量で様 な々プロジェクトに使用することが可能となります。
グローバル補助金については、主に人道的支援活動に活用するものとなりWFからの同額補助金(マッチンググラント)支給が可
能であり、クラブや地区が推進するプロジェクトに対し補助金の活用手段が強化されます。
この事を考えてみますと、ロータリー財団も補助金支給体制そのものを従来の形ではなくクラブや地区が実践する奉仕活動に
対し制限を緩和して、興味のある独自のプロジェクトを展開出来るように改新されたように思われます。
但し、補助金を活用する為の申請方法が難しいように聞いており地区や、クラブの財団委員会は苦労がともなうものと予想され、
更なる知識のレベルアップが必要になると考えられます。
　
21世紀はボーダレス社会と言われ、インターネットの普及により、世界各国で起こっていることがリアルタイムで情報として発信さ
れております。
ボーダレスとはその言葉通り、国境のない世界ですから地球全体をコミュニティとして考えなければいけません。そう考えるなら
ば、様 な々困難を抱える人々に対する人道的奉仕活動の増加や異国との国際交流、各種交換事業の益々の活性化が我 ロ々
ータリアンに与えられた課題とも言える訳です。

結びに、昨年度発生しましたタイ王国の洪水被害、トルコ共和国での地震災害に対して地区内各クラブから多額の義援金協
力を賜りましたことに、感謝申し上げます。

国際奉仕について
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新入会員紹介
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川西　得雄 様
(松原RC)

1948年8月6日 生

2011年12月23日 死去

西本　三良 様
(高石RC)

1930年11月29日 生

2011年12月25日 死去

訃報
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Rotary E-Club
Sunrise of Japan

ＰＨＦ・ベネファクター（2011年12月分）
Ｆ・・・ポール・ハリス・フェロー / 数字・・・マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ＢＥ・・・ベネファクター
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米山功労者（2011年12月分）
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横組み記事

ＲＩ会長メッセージ　エネルギーをクラブに注ぐ　Ｐ1　　ＲＩ会長　カルヤン・バネルジー
カルヤン・バネルジー会長は、テルアビブで講演をした時の経験を「非常に教養の高い科学者、企業家、エグ

ゼクティブといった聴衆ですら、これまでロータリーについて一度も聞いたことがないという方が、大勢いらっし

ゃった」と述べています。そして、「私たちが行うすべてのことは、私たちの良い評判が頼りになっているので

す」と、自分たちの活動について知ってもらうことの重要性について強調しています。

特集　世界理解月間　世界に羽ばたく　P5
世界理解月間にちなみ、ロータリーが支援をしているロータリー平和フェローとロータリー財団学友の近況を

報告しています。

手にした3つの貴重なもの　ロータリー平和フェロー第8期生帰国報告　P6-8

世界平和のために活動するロータリー平和フェロー　Ｐ9

ロータリー財団学友会全国組織
「日本ロータリー学友会」（Rotary Alumni Association-Japan）ついに結成！　Ｐ10-11
日本ロータリー学友会代表理事　田中栄次郎

2011年10月30日、国内各地区の11のロータリー財団学友会が連合し、新組織「日本ロータリー学友会」が結

成されました。

2012－13年度国際ロータリー会長　SAKUJI TANAKA
平和に尽くす会長エレクト――あらゆる平和のかたちで　Ｐ12-14　　THE ROTARIAN 2 月号
日本から3人目の国際ロータリー（ＲＩ）会長が誕生します。田中作次ＲＩ会長エレクトが2012－13年度について

の抱負を語りました。

はじめる一歩　インターアクト、ローターアクト　Ｐ25
今年度からスタートした欄です。第7回は「インターアクト、ローターアクト」について。

Ｅクラブが存在する理由　Ｐ26　　THE ROTARIAN 2 月号
試験的プロジェクトの実施後、2010年国際ロータリーの規定審議会で、Ｅクラブを常設クラブとしてロータリー

に組み入れることが採択されました。コロラド州ボルダーのロータリアンのグループからできた第5450地区のＥ

クラブワンは2002年１月に承認され、2012年４月に、創立10周年を第5450地区のほかのロータリアンとともに

祝う予定です。

ＲＩ指定記事

ＲＩ指定記事

『ロータリーの友』2月号 地区だより
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縦組み 卓話の泉　Ｐ10-11
体のバランスとめまい　　堺おおいずみＲＣ

ロータリー俳壇　歌壇　柳壇　Ｐ13
柳壇

生ビール栓を抜く音瓶もいい　　　　　　　　田辺ＲＣ　　　　渡部正義

生き生きと小魚真似て跳ね回り　　　　　　　堺ＲＣ　　　　　八木桔梗

豊満な胸と男は勝負する　　　　　　　　　大阪金剛ＲＣ　　井出俊一

資格あるなしは自身が決めること　　　　　　堺ＲＣ　　　　　佐々木頼典

横組み ロータリー財団学友会全国組織
「日本ロータリー学友会」（Rotary Alumni Association-Japan）ついに結成！　Ｐ10-11
第２６４０地区ロータリー財団学友会　加納章司会長

地区関連記事

縦組み記事

新たな国づくりに向けて　Ｐ2-6　前岩手県知事・元総務大臣　増田　寛也
今回の大震災においては、すべての公的機関において、非常時に何を最優先してやっていくべきなのか、と

いう心構えと訓練が足りなかったのではないかと思います。いろいろな意味で、個人または個の価値に、あま

りにも偏り過ぎた時代になったのですが、一方、3月11日を経験した時に人々は、共助だとかコミュニティーとい

ったものの大切さに、気づいてきたのではないでしょうか。

ロータリー入門　GLOBAL OUTLOOK   特集：ロータリアンのための持続可能性入門　Ｐ37-44
「持続可能性」という言葉は、しばしば「環境にやさしい」という意味で用いられます。しかし、環境問題は、持

続可能性の一面にすぎません。経済、文化、社会的な要因も同様に重要です。これら4つの分野すべてにお

いて持続可能性に取り組めば、人道的プロジェクトを実施した地域社会の利益を長期的なものにする良い

機会となります。各分野で持続可能性をプロジェクトに採用する方法を、紹介しています。



 
 
 
 
 

2012 年の年頭に当たり、嬉しいご報告をいたします。この数年間、全国 34

地区から選出された理事・評議員の皆さまにご検討頂いてきた、公益法人移

行の申請作業が終了し、1月 4日付で公益財団法人ロータリー米山記念奨学会

としての登記が完了しました。事業内容はこれまでと変わりませんが、法律

の改正を受け、「評議員」の役割が変わって 4年間の任期となり、また、決算

報告などの提出先が従来の文部科学省から内閣府に変わるなど、ガバナンス

上の変更があります。 

ロータリアンの減少もあって寄付は厳しい状況ですが、今後とも公益財団法人ロータリー米山

記念奨学会へのご支援をお願いいたします。（事務局長 坂下博康） 

12 月までの寄付金は前年同期と比べて 2.6％減、約 2,000 万円減少の 7億 9,200 万円となりま

した。普通寄付金が 1.2％減、特別寄付金が 3.1％減でしたが、5 人の方々から各 100 万円のご

寄付をいただいたこともあり、12 月単月だけで比較すると約 760 万円増加しました。多くの皆

様からのご支援に心から感謝申し上げます。 

なお、今月初めに「2011 年度 下期普通寄付金のお願い」を各ガバナー事務所経由で全クラブ

宛にメール等でお送りしています。普通寄付金は当会事業の安定財源となる大切なご寄付です。

毎年金額が変動する特別寄付金だけでは、留学生への奨学金給付という公益事業の安定的・継続

的な財源とはなりません。ぜひ当会の事業内容をご理解の上、普通寄付金のご送金をよろしくお

願いいたします。 

12 月 17 日、社団法人中華民国扶輪米山会（台湾米山学友会）の年次総会が台北市内で開かれ

ました。100 人を超える学友のほか、日本からは第 2600・2750・2660 地区のロータリアン約 20

人が参加。例年行われる外部講師の講演、理事会報告、新入会員の紹介に加え、台湾学友会が支

援する日本人奨学生がスピーチをしました。 

また、今回の出張では、台湾の米山学友が中心となっている

3 つのクラブを訪問しました。日本語を公用語とし 17 年の歴

史を持つ台北東海ＲＣ、米山学友がチャーター幹事を務め、台

湾で 3 番目の日本語クラブとして昨年設立されたばかりの台

北南山ＲＣ、台中の米山学友が中心となって設立した台中文心

ＲＣ（例会は中国語）。どのクラブもそれぞれの特徴を大事に

しながら発展しています。台湾では新世代クラブの増加が著し

く、台中文心ＲＣが最近設立した子クラブの平均年齢は 32 歳、また、台北南山ＲＣが属する第

3520 地区では、ここ数年間で 4 つの新世代クラブが誕生したそうです。台湾のロータリー会員

数は昨年 12 月末時点で約 21,500 人ですが、5年半前に比べて約 4,500 人、約 26％も増加してい

ます。台湾学友会による奨学事業や新世代クラブの増加を見て、日本の米山記念奨学事業が撒き、

育てた奉仕の理想が、台湾で花開いていることを実感しました。（事務局長 坂下博康）



2011 年 11 月 11-12 日に開催された第 2660 地区 地区

大会第 1日目に、「米山修了生とともに理想の米山奨学生

像を語る」をテーマとするセッションが開かれました。 

登壇したのはこの日のために台湾から来日した許
きょ

國
こく

文
ぶん

さん（1975-77／徳島ＲＣ／羅東西ＲＣ会員）と林
リン

維
ウェー

宏
ホン

さ

ん（1987-88／岡山南ＲＣ／台北民生ＲＣ会員）、そして

第 2750 地区・東京米山友愛ＲＣから 2011-12 年度会長の

林
りん

 芳
ほう

さん（2008-10／東京麻布ＲＣ）と、ギリ・ラムさ

ん（1998-2000／室蘭ＲＣ）の 4 人です。台湾学友会が実施している日本人への奨学金制度や、

ロータリアンとしての具体的活動など各人がスピーチをした後、地区米山奨学委員長の武島秀吉

氏がコーディネーターを務めて、パネルディスカッションが行われました。 

また、今地区大会では同地区初の試みとして、奨学生・学友

が母国のお茶を提供するコーナーが設けられました。学友や奨

学生が自ら用意したというお茶はバラエティに富んでおり、「こ

れはどんな味？」と、奨学生らに話しかけながら喉を潤すロー

タリアンの姿が多く見られました。同地区学友会会長の朴
ぼく

日
にち

さ

ん（2003-04／大阪東淀ちゃやまちＲＣ）は、「日ごろお世話に

なっているロータリアンの皆さんが楽しんで下さって嬉しい。

来年はもっと沢山の方に味わっていただければ」と、笑顔で抱負を語ってくれました。 

この第 2660 地区大会に参加した台湾学友会の許國文さんと

林維宏さんに、ロータリアンのご家族から嬉しい申し出があり

ました。同学友会が日本への恩返しとして、台湾に留学する日

本人学生を奨学支援していることに感銘を受けた西谷文江さ

んが毎年 10 万円を 4 年間、この奨学事業のために寄付したい

と申し出てくださったのです。西谷さんは同地区米山記念奨学

副委員長を務める西谷雅之氏のお母様で、添えられていた手紙

には「大学に入学した孫の学業成就を願い、寄付先を模索して

いたところ、貴学友会の日本人支援奨学金のことを聞き、同じ

日本人として大変感謝するとともに、私も微力ながらお手伝い

させて頂きたいと思うようになりました」とありました。 

台湾学友会では、今年の 3期生から奨学人数を 2人に増やし、これまでの奨学生とも交流を続

けて、若い日本人への支援にますます意欲的に取り組んでいます。それに共感したロータリアン

のご家族からの寄付に、同学友会理事長の許さんはあらためて深い感謝の意を表しています。

昨年 1年間（1～12 月）で 2,000 円以上の特別寄付をされた方、もしくは普通寄付金の領収証を

申請したクラブには、1月末日までに（確定申告に間に合うように）、認定証の写しが

付いた申告用領収証をロータリークラブ宛に送付します。 

（財)ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 
 黒龍芝公園ビル 3F

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 
E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 
URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

編集担当：野津
の づ

・峯
みね
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。ま

た、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　

以下資料のご紹介を致します。

ロータリー文庫

〒105－0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

◎「例会出席して、何を学ぶの？」　亀井義弘　2011　4p　（我が心の原点、ロータリー）

◎「ロータリークラブの弱体化と対応策」　関口宗男 他編　2011　2p

（ロータリーの軌跡と展望及びロータリーの基本についての解説）

◎「SAAについて　その１～４」　深川純一　2011　4p　（純ちゃんのコーナー PartⅩ）

◎「シェルドン登場」　田中 毅　2011　4p　（シェルドンの森　ロータリーの真実を求めて）

◎「ロータリーの危機」　田中 毅　2011　13p　　（D.2790地区大会記念誌）

◎「ロータリー活動と意識について－ロータリー歴の長い会員と短い会員」　丹羽司一　2011　13p

（ロータリーに関する意識と活動について－ロータリーに未来を考える）

◎「ロータリーの理想」　ビチャイ・ラタクル　2011　10p　（D.2790地区大会記念誌）

◎「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」　武笠和夫　2011　2p　（社会教育№783）

上記申込先：ロータリー文庫

 ◎「職業奉仕の源　社是・社訓他」　宝塚中RC　2011　17p

申込先：宝塚中RC　FAX(0797)83-1110

新着の文献から

文庫通信
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12 12

11. . 12 12 12 11. . 12 12 12

33 32 0 0 1 1 4 90.51 93.83 8 9 0 1 0 0 4 86.10 91.20

33 33 0 1 0 1 3 90.10 96.64 21 21 0 0 0 0 4 83.75 84.10

13 15 0 2 0 0 3 84.45 85.27 65 70 2 6 0 1 4 93.30 91.50

10 10 0 0 0 0 4 75.00 86.50 32 32 0 0 0 0 3 97.66 96.82

48 47 0 1 0 1 3 89.63 84.71 18 18 0 0 0 0 3 76.47 79.41

15 15 0 0 0 0 3 88.89 87.80 22 24 0 2 0 0 3 94.44 92.64

26 26 0 0 0 0 3 84.00 83.05 29 28 0 1 2 2 3 81.10 81.56

15 16 0 2 0 1 3 93.75 94.67 23 22 0 0 0 1 3 91.49 87.46

15 15 0 0 0 0 4 88.27 84.98 19 21 1 3 1 1 3 83.30 83.70

49 52 0 4 0 1 4 93.12 90.35 16 16 0 0 0 0 4 96.55 93.38

11 10 0 0 1 1 3 90.30 89.23 30 30 0 1 0 1 4 86.67 86.00

27 28 0 1 0 0 4 83.70 89.00 29 26 0 0 3 3 3 75.10 81.37

28 28 0 1 0 1 3 90.65 87.05 19 17 0 0 0 2 4 87.50 84.58

26 28 1 2 0 0 4 56.81 63.79 11 10 0 0 1 1 4 100.00 98.37

48 46 0 1 2 3 3 77.53 82.16 23 32 4 10 1 1 4 99.20 97.40

34 38 0 5 0 1 4 82.84 83.51 15 15 0 0 0 0 3 85.71 85.60

38 39 0 1 0 0 4 81.90 73.40 22 24 1 3 1 1 3 97.30 91.00

60 58 0 0 2 2 3 80.56 79.22 61 63 0 2 0 0 3 82.54 80.21

18 18 0 1 0 0 4 86.66 83.45 13 13 0 0 0 0 3 94.87 96.58

17 17 0 0 0 0 4 88.24 93.09 10 11 0 1 0 0 3 57.60 66.50

18 18 0 0 0 0 3 87.75 87.57 29 29 0 0 0 0 3 78.21 78.06

23 22 0 2 1 2 3 79.71 82.30 16 17 0 1 0 0 4 82.35 80.60

35 32 0 1 1 4 3 76.30 74.70 82 83 0 4 2 3 4 84.84 85.65

27 24 0 0 2 3 3 84.30 84.90 33 41 0 8 0 0 3 88.62 88.98

36 33 0 0 1 3 3 94.86 93.22 48 48 0 1 0 1 3 91.11 86.38

47 44 0 0 0 3 3 93.74 92.79 39 40 0 1 0 0 4 77.43 75.81

14 14 0 0 0 0 4 100.00 100.00 17 17 0 1 1 1 4 85.30 84.98

17 16 0 0 1 1 4 89.71 90.66 64 68 0 4 0 0 3 87.16 83.21

21 21 0 0 0 0 3 98.15 99.69 37 34 0 1 3 4 3 72.06 76.16

16 17 0 1 0 0 3 85.33 89.36 42 44 0 2 0 0 4 93.48 88.50

13 13 0 0 0 0 3 82.05 73.24 39 38 0 0 1 1 4 84.10 85.66

30 27 0 1 2 4 4 92.60 91.82 44 43 0 2 1 3 4 82.66 80.55

22 21 0 0 1 1 3 83.07 83.52 88 86 0 3 3 5 4 81.68 86.80

13 17 0 4 0 0 3 82.30 83.30 29 30 0 1 0 0 4 85.82 85.51

18 17 0 0 1 1 4 60.94 63.46 22 17 0 0 5 5 3 89.47 87.83

28 26 0 0 1 2 4 83.70 82.43 49 50 0 2 1 1 3 85.42 89.52

Rotary E-Club

Sunrise of Japan 4 3 0 0 1 1 3 100.00 100.00

12

1956 154 1968 155 12 12

85.91 9 92 44 76
73

2110 2123

7 1 12

出席報告（2011年12月）
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ＨＰアドレス：http://www.rid2640g.org/osawa/
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